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エルフォームＧタイプ（宅地用）
Ｌ型擁壁
前壁が垂直のため敷地用地を最大限有効に活用できるＬ型擁壁です。
構造力学的な検証のもとに製品の軽量化を図り、経済性･施工性に優れたＬ型擁壁です。
法面形状や道路勾配に合わせた天端勾配とすることができます。
擁壁高さは10cm単位の高さに設定することが可能です。
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注（１）呼び名に◎印がついているものが標準規格品です。
　　　その他、擁壁高Ｈについては 10cm（100mm）単位で任意の寸法とすることができますので、あらかじめ担当営業にお問い合わせ
　　　ください。
　（２）製品長さＬ=1000 他、任意のＬ寸法にも対応できます。
　（３）擁壁天端の勾配は 10％まで型枠にて製造可能です。（Ｇｰ110･160 は５％まで）また、10％を超える場合はカット対応となります。
　（４）擁壁は設置される高さ、地形あるいは地盤条件、上載荷重条件などにより、構造形式、基礎形式が変わりますので事前の調査、検討
　　　を行い、設計計画をしてください。
　（５）基礎高さ及び擁壁高さが異なる場合はジョイントインサートの取付け位置にずれが生じますので、あらかじめ展開図等で確認を
　　　してから工場で加工をします。
　（６）地盤反力度につきましては標準的な土質で、背面はレベル上載荷重10kN／㎡として構造計算を行って求めた地盤反力度（参考値）
　　　です。
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エルフォームＧ１タイプ（道路用）
Ｌ型擁壁
前壁が垂直のため敷地用地を最大限有効に活用できるＬ型擁壁です。
構造力学的な検証のもとに製品の軽量化を図り、経済性･施工性に優れたＬ型擁壁です。
法面形状や道路勾配に合わせた天端勾配とすることができます。
擁壁高さは10cm単位の高さに設定することが可能です。
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注（１）呼び名に◎印がついているものが標準規格品です。
　　　その他、擁壁高Ｈについては 10cm（100mm）単位で任意の寸法とすることができますので、あらかじめ担当営業にお問い合わせ
　　　ください。
　（２）製品長さＬ=1000 他、任意のＬ寸法にも対応できます。
　（３）擁壁天端の勾配は10％まで型枠にて製造可能です。（Ｇ1ｰ110･160は５％まで）また、10％を超える場合はカット対応となります。
　（４）擁壁は設置される高さ、地形あるいは地盤条件、上載荷重条件などにより、構造形式、基礎形式が変わりますので事前の調査、検討
　　　を行い、設計計画をしてください。
　（５）基礎高さ及び擁壁高さが異なる場合はジョイントインサートの取付け位置にずれが生じますので、あらかじめ展開図等で確認を
　　　してから工場で加工をします。
　（６）地盤反力度につきましては標準的な土質で、背面はレベル上載荷重10kN／㎡として構造計算を行って求めた地盤反力度（参考値）
　　　です。



エルフォーム布設標準構造図（参考資料）

材料表 10ｍ当り
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①製品Ｌ=２ｍの場合

②製品Ｌ=１ｍの場合

（注）ここでの最少アールは標準品
　　を使用した場合のものです。

10ｍ当り
労 力 （人） トラッククレーン

注（2）基礎地盤が軟弱の場合は別途、基礎の設計が必要です。

種　別
擁　壁

敷モルタル
基礎コンクリート

基礎材

規格･寸法
エルフォームＧ・Ｇ1ｰ75～200

１：３
18ｰ8ｰ20

Ｃｰ40（ｔ=20cm）

単位
本
㎥
㎥
㎡

数量
5.0

=（B＋0.2）×0.02
=（B＋0.2）×0.1
=（B＋0.2）×10

曲線部（アール）施工（参考資料）

呼び名

Ｇ･Ｇ1ｰ  75
Ｇ･Ｇ1ｰ100
Ｇ･Ｇ1ｰ125
Ｇ･Ｇ1ｰ150
Ｇ･Ｇ1ｰ175
Ｇ･Ｇ1ｰ200

Ｌ=2.0m
74.5
71.5
74.0
72.0
71.5
70.0

Ｌ=1.0m
37.5
36.0
37.0
36.0
35.5
35.0

最小アール（m）

施工歩掛り（参考資料）

呼び名

Ｇ･Ｇ1ｰ  75
Ｇ･Ｇ1ｰ100
Ｇ･Ｇ1ｰ125
Ｇ･Ｇ1ｰ150
Ｇ･Ｇ1ｰ175
Ｇ･Ｇ1ｰ200

世話役
（人）
0.3

ブロック工
（人）
0.5

0.6

普通作業員
（人）
1.1

1.3

規格

5ｔ

10ｔ

運転時間
（日）
0.3

0.4

諸雑費率
（%）

9.0
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注（１）歩掛りは、標準的なもので、現場の状況により
　　　増減します。 
　（２）クレーンは、規格の能力以上のものを使用して
　　　ください。一般的に製品質量の３倍以上のもの
　　　を手配願います。
　（３）諸経費は、敷モルタル等の費用であり、労務費の
　　　合計金額に上記の率を乗じた金額を上限として
　　　計上願います。
　（４）歩掛りには、現場内小運搬、据付調整を含みます
　　　が、床堀、埋め戻しは、別途計上願います。

土質試験を行った場合

基礎地盤の内部摩擦角が30°以上の場合 前壁高さ(h)の15／100以上、かつ35cm以上

基礎地盤の内部摩擦角が30°未満の場合 前壁高さ(h)の20／100以上、かつ45cm以上

土質試験を行わない場合 施行令別表、第二及び第三による場合
注(1)

前壁高さ(h)の15／100以上、かつ35cm以上

必要根入れ深さ(h)

注(1)宅地造成及び特定盛り土等規制法施工令の別表第二及び第三表を参照
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